
氷
川
神
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報　

第
二
十
六
号



武　蔵　一　宮 （２）第二十六号

昭
和
三
十
年
竣
功
時
の
様
子

第
一
鳥
居
改
修
竣
功
祭
斎
行

　
五
月
二
十
三
日
、
第
一
鳥
居
の
改
修
竣
功
祭
を
行
い
ま
し
た
。
改
修
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、

サ
イ
カ
ン
シ
ス
テ
ム
㈱
の
記
念
事
業
と
し
て
建
設
費
の
奉
納
を
頂
き
ま
し
た
。

竣
功
祭
は
総
代
会
長
の
大
野
隆
司
様
、
サ
イ
カ
ン
シ
ス
テ
ム
㈱
代
表
取
締
役
社
長
の
和
田
浩

明
様
、
設
計
管
理
の
㈱
日
本
建
築
工
芸
設
計
事
務
所
所
長
の
松
島
義
和
様
、
施
工
の
㈱
渋
谷

代
表
取
締
役
会
長
の
渋
谷
守
浩
様
、
同
じ
く
施
工
の
㈱
利
工
社
寺
代
表
取
締
役
の
菊
池
利
光

様
他
関
係
者
十
九
名
参
列
の
も
と
に
斎
行
致
し
ま
し
た
。

　
祭
典
終
了
後
に
は
く
ぐ
り
初
め
式
を
行
い
、
サ
イ
カ
ン
シ
ス
テ
ム
㈱
様
か
ら
は
奉
納
目
録

が
、
神
社
か
ら
は
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
御
参
列
の
皆
様
に
は
記
念
品
と
し
て
、
北

沢
楽
天
が
一
の
鳥
居
建
立
の
様
子
を
描
い
た
掛
軸
の
絵
を
使
用
し
た
手
拭
い
を
進
呈
致
し
ま

し
た
。

　
左
の
写
真
は
昭
和
三
十
年
の
一
の
鳥
居
建
立
後
の
竣
功
祭
の

も
の
で
、北
沢
楽
天
に
よ
り
一
の
鳥
居
修
営
の
様
子
が
描
か
れ
、

掛
軸
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。



武　蔵　一　宮（３） 第二十六号

　
こ
の
第
一
鳥
居
は
昭
和
三
十
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
約
七
十
年
経

つ
事
か
ら
昨
年
に
耐
震
構
造
検
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
柱
の
地
中
埋
設
部
分
が

腐
っ
て
お
り
、
地
震
で
倒
壊
す
る
危
険
が
あ
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。　

　

鳥
居
の
屋
根
の
部
分
で
あ
る
笠
木
や
貫
は
銅
板
も
含
め
て
健
全
で
し
た
の

で
、
柱
を
新
し
く
再
建
す
る
改
修
工
事
を
行
う
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
尚
、
こ
の
鳥
居
の
部
材
は
当
初
、
全
て
檜
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
屋
根

は
杉
材
、
そ
れ
以
外
は
欅
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
笠
木
の
裏

側
に
は
明
治
四
十
四
年
建
立
の
墨
書
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
明
治
四
十
四

年
に
三
の
鳥
居
と
し
て
建
立
さ
れ
た
時
の
記
録
を
、
一
の
鳥
居
と
し
て
移
築
し

た
後
に
も
鳥
居
の
記
憶
と
し
て
屋
根
の
下
に
収
め
た
と
い
う
事
で
す
。

　
新
し
い
柱
の
部
材
は
米
ヒ
バ
で
す
。
こ
の
柱
を
八
角
、
次
に
十
六
角
に
削
り

最
終
的
に
丸
柱
に
し
ま
し
た
。
祭
神
名
や
起
工
・
竣
功
日
、
施
工
会
社
名
な
ど

を
記
し
た
棟
札
は
、
笠
木
の
中
に
収
め
て
お
り
ま
す
。

耐
震
構
造
検
査
結
果

製
材
と
組
み
立
て



第二十六号 武　蔵　一　宮 （４）

　
当
社
で
は
毎
日
の
日
供
祭
を
は
じ
め

年
間
約
七
十
の
祭
典
を
行
い
、
謹
ん
で

御
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
安
泰
、
五
穀
豊

穣
と
氏
子
崇
敬
者
の
繁
栄
を
祈
願
し
て

お
り
ま
す
。

祭
事
暦

四
月　
　
一
日　
月
次
祭

　
　
　
　
三
日　
神
武
天
皇
祭
遥
拝
式

　
五
日
～
七
日　
鎮
花
祭

　
　
　
　
九
日　
埼
玉
県
護
国
神
社
例
祭

　
　
　
十
五
日　
献
詠
祭（
兼
題　
春
日
和
）

　
　
二
十
九
日　
昭
和
祭

五
月　
　
一
日　
月
次
祭

　
　
　
　
五
日　
祝
子
祭

　
　
　
　
九
日　
御
鎮
座
祭

　
　
　
十
五
日　
献
詠
祭（
兼
題　
母
の
日
）

　
　
二
十
一
日　
道
饗
祭

六
月　
　
一
日　
月
次
祭

　
　
　
　
五
日　
粽
神
事

　
　
　
十
五
日　
献
詠
祭（
兼
題　
雨
蛙
）

　
　
　
　
　
　
　
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
渡
航

　
　
　
　
　
　
　
　
行
幸
啓
安
泰
祈
願
祭

　
　
　
三
十
日　
大
祓
式

　
　
　
　
茅
の
輪
設
置
期
間　

　
　
　
　
　
六
月
十
七
日
～
七
月
二
日

　

五
月
九
日
、
御
創
建
二
千
五
百

年
祭
奉
賛
崇
敬
会
の
準
備
委
員
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
御
鎮
座
祭
に
参

列
後
、
一
の
家
に
会
場
を
移
し
会
議

を
開
催
し
、
埼
玉
県
知
事
大
野
元

裕
様
、
さ
い
た
ま
商
工
会
議
所
会
頭

池
田
一
義
様
、
武
蔵
野
銀
行
頭
取
長

堀
和
正
様
を
は
じ
め
奉
賛
崇
敬
会

の
役
員
予
定
者
の
方
々
が
出
席
を

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
十
年
の
氷
川
神

社
御
創
建
二
千
五
百
年
祭
に
向
け

て
奉
賛
崇
敬
会
の
立
ち
上
げ
や
、
記

念
事
業
、
奉
賛
活
動
に
つ
い
て
今
後

計
画
し
て
参
り
ま
す
。

御鎮座祭　祭典前の修祓大野埼玉県知事御挨拶

御鎮座祭　斎主一拝準備委員会会議

玉串を捧げる大野総代会長

御創建二千五百年祭に向けて奉賛崇敬会準備委員会発足



第二十六号武　蔵　一　宮（５）

大
宮
剣
道
連
盟
演
武

大
成
神
楽

埼
玉
県
茶
道
協
会 

春
の
茶
会

大
宮
盆
栽
ウ
ィ
ー
ク

本
殿
模
擬
挙
式 

総
合
展
示
会

社
頭
往
来
①

　

五
月
七
日
、
本
殿
に
て
十
時
と

十
四
時
半
に
模
擬
挙
式
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
社
務
所
で
は
婚
礼
衣
装

な
ど
の
総
合
展
示
会
や
新
規
相
談
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

四
月
二
日
午
後
二
時
、
大
宮
剣
道

連
盟
七
十
周
年
を
記
念
し
、
大
宮
剣

道
連
盟
中
村
好
一
会
長
他
演
武
者
が

正
式
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。
舞
殿
で

は
、打
太
刀
教
士
七
段
森
田
哲
也
氏
、

仕
太
刀
五
段
逸
見
厚
志
氏
に
よ
る
日

本
剣
道
形
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
か

つ
て
境
内
で
実
施
の
剣
道
大
会
は
大

宮
武
道
館
で
実
施
、
さ
い
た
ま
市
内

の
小
・
中
学
生
に
よ
る
「
氷
川
神
社

奉
納
春
季
剣
道
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

四
月
七
日
、
神
楽
殿
に
て
大
成
三

丁
目
囃
子
連
に
よ
る
里
神
楽
の
奉
納

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
月
三
日
、
埼
玉
県
茶
道
協
会
春

の
茶
会
が
開
催
さ
れ
、
さ
い
た
ま
市

長
清
水
勇
人
様
他
、
県
内
外
か
ら
約

三
百
五
十
名
の
参
加
者
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
茶
席　
裏
千
家　
堀
江
宗
栄

　
五
月
四・五
日
、
大
宮
盆
栽
ウ
ィ
ー

ク
と
題
し
、
さ
い
た
ま
市
主
催
の
お

お
み
や
盆
栽
春
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

参
道
に
は
盆
栽
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
開
催
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
五
月
三
日
か
ら
五

日
に
は
大
宮
盆
栽
村
お
も
て
な
し
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
神
社
西
駐
車
場
と
大

宮
駅
東
口
、
土
呂
駅
東
口
を
結
ぶ
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
　
　
表
千
家　
田
中
宗
晴

　
　
　
　
大
日
本
茶
道
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
島
村
章
仙

世
話
人
研
修
旅
行

　

五
月
十
・十
一
・十
二
日
、
三
班
に

分
か
れ
日
帰
り
で
世
話
人
研
修
旅
行

を
実
施
致
し
ま
し
た
。
四
年
ぶ
り
と

な
る
本
年
は
茨
城
県
に
鎮
座
す
る
筑

波
山
神
社
を
正
式
参
拝
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
見
学
致

し
ま
し
た
。



武　蔵　一　宮 （６）第二十六号

大
宮
薪
能

ほ
た
る
の
会
清
掃
奉
仕

大
日
本
茶
道
学
会
茶
会

特
別
紙
朱
印「
ほ
た
る
」

小
笠
原
教
場
百
々
手
式

　

五
月
十
二
日
、
十
三
日
、
舞
殿
に

て
公
益
社
団
法
人
さ
い
た
ま
観
光
国

際
協
会
主
催
の
第
四
十
二
回
大
宮
薪

能
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
奉
納
演
目

　
五
月
十
二
日（
金
）

素
謡（
金
春
流
）翁　
　
　
金
春
憲
和

狂
言（
和
泉
流
）舟
渡
聟　
野
村
万
作

能　
（
観
世
流
）杜
若　
　
藤
波
重
彦

　
五
月
十
三
日（
土
）

素
謡（
金
春
流
）翁　
　
　
金
春
安
明

狂
言（
和
泉
流
）呼
声　
　
野
村
萬
斎

能　
（
金
春
流
）巴　
前　
本
田
光
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
後　
本
田
芳
樹

　

五
月
二
十
日
よ
り
数
量
限
定
の
特

別
紙
朱
印「
ほ
た
る
」の
授
与
を
開
始
、

六
月
十
八
日
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
八
日
、
勅
使
館
及
び
呉

竹
荘
に
て
、
大
日
本
茶
道
学
会
埼
玉

県
支
部
連
合
会
主
催
の
お
茶
会
が
開

催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
二
百
二
十

名
の
参
加
者
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
濃
茶　
杉
戸
支
部

　
薄
茶　
春
日
部
支
部

　
立
礼　
浦
和
支
部

　

五
月
十
三
日
、
弓
馬
術
礼
法
小
笠

原
教
場
三
十
一
世
宗
家
小
笠
原
清
忠

様
主
催
の
、
蟇
目
の
儀
並
び
に
百
々

手
式
が
小
笠
原
教
場
会
員
約
三
十
名

に
よ
り
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

社
頭
往
来
②

　

五
月
二
十
一
日
、
氷
川
ほ
た
る
の

会
会
員
に
よ
り
神
池
及
び
水
路
周
辺

の
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

写真提供：さいたま観光国際協会

左は画家の、はせがわいさお氏
のデザインです。

　

五
月
二
十
九
日
、
敬
神
婦
人
会
の

春
の
旅
行
を
実
施
、
中
村
明
子
会
長

他
四
十
九
名
が
参
加
し
三
嶋
大
社
を

正
式
参
拝
致
し
ま
し
た
。

敬
神
婦
人
会　

春
の
旅
行



武　蔵　一　宮（７） 第二十六号

　

六
月
十
七
日
、
茅
の
輪
設
置
に
あ

わ
せ
特
別
紙
朱
印
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」

並
び
に
茅
の
輪
守
の
授
与
を
開
始
致

し
ま
し
た
。

　

さ
い
た
ま
市
職
場
体
験
事
業
「
未

来
く
る
ワ
ー
ク
体
験
」
と
し
て
、
六

月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、
さ

い
た
ま
市
立
桜
木
中
学
校
の
生
徒
四

名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
境
内
清
掃

や
お
札
や
お
守
り
の
授
与
の
他
、
最

　

六
月
四
日
、
裏
千
家
淡
交
会
埼
玉

県
支
部
に
よ
る
献
茶
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。御
神
水
で
湯
を
沸
か
し
、

御
家
元
名
代
伊
住
宗
禮
様
の
御
奉
仕

に
て
神
前
に
濃
茶
、
薄
茶
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　

六
月
三
日
、
舞
殿
に
て
蛍
放
生
祭

を
行
い
、
氷
川
ほ
た
る
の
会
会
員
に

よ
り
神
池
に
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
約

千
二
百
頭
が
放
さ
れ
ま
し
た
。
鑑
賞

会
は
三
日
、
四
日
に
行
わ
れ
、
あ
わ

せ
て
参
道
で
は
氷
川
マ
ル
シ
ェ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

蛍
放
生
祭 

蛍
鑑
賞
会

裏
千
家
献
茶
式

書
元
会
書
道
廻
廊
展
示

さ
い
た
ま
市
職
場
体
験

社
頭
往
来
③

　

六
月
四
日
、
埼
玉
県
連
若
鳶
会
の

五
十
周
年
記
念
と
し
て
正
式
参
拝
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
地
か
ら
参

集
し
た
鳶
職
の
方
、
約
百
四
十
名
に

よ
り
参
拝
前
に
木
遣
り
や
纏
が
行
わ

れ
、
参
拝
後
に
は
し
ご
乗
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
連
若
鳶
会
創
立
五
十
周
年

終
日
に
は
舞
殿
に
て
豊
栄
の
舞
を
奉

納
頂
き
ま
し
た
。

特
別
紙
朱
印「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」

茅
の
輪
守
授
与
開
始

　

六
月
二
十
九
日
か
ら
七
月
二
日
ま

で
例
年
、
大
祓
式
に
合
わ
せ
展
示
さ

れ
る
書
元
会
に
よ
る
書
道
の
廻
廊
展

示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
小
学

一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
会

員
の
作
品
で
「
い
け
」、「
ね
が
い
」、

「
ふ
で
す
み
」、「
手
を
う
つ
」、「
字
を

書
く
」、「
神
社
の
森
」、「
日
本
神
話
」、

「
神
話
伝
説
」が
兼
題
と
な
り
ま
し
た
。

特別紙朱印「茅の輪くぐり」は７月１日授与終了



武　蔵　一　宮 （８）第二十六号

　
大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分
に
発
生
し
た
関
東
大
地
震
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・９
と
推
定
さ
れ
る
、
近
代
化
し
た
首
都
圏
を
襲
っ
た
唯
一
の
巨
大
地

震
で
あ
り
、
南
関
東
か
ら
東
海
地
域
に
及
ぶ
地
域
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
死
者

十
万
五
千
三
百
八
十
五
人
、
全
潰
全
焼
流
出
家
屋
二
十
九
万
三
千
三
百
八
十
七
棟
に
上
り
、

電
気
、
水
道
、
道
路
、
鉄
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
当
社
に
お
い
て
は
、
石
造
の
明

神
鳥
居
で
あ
っ
た
一
の
鳥
居
が
損

壊
し
た
た
め
撤
去
、
ま
た
手
水
舎

が
倒
壊
、
神
橋
が
破
損
す
る
な
ど

の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
参
道
入

口
は
十
年
ほ
ど
鳥
居
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
昭
和
九
年
に
片
倉

製
糸
紡
績（
現　
片
倉
工
業
）よ
り

三
の
鳥
居
が
奉
納
さ
れ
た
事
か

ら
、
そ
れ
ま
で
三
の
鳥
居
で
あ
っ

た
鳥
居
を
移
築
し
一
の
鳥
居
と
し

ま
し
た
。
尚
、
こ
の
時
の
一
の
鳥

居
は
老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
、
昭

和
三
十
年
に
新
し
く
建
て
替
え
ら

れ
ま
し
た
。
神
橋
は
全
体
が
大
き

く
歪
み
、
橋
と
石
垣
の
間
に
出
来

た
隙
間
に
応
急
処
置
を
施
し
ま
し

た
。
現
在
の
神
橋
は
昭
和
初
期
に

架
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

（
古
絵
葉
書
集
『
氷
川
の
杜
を
訪

ね
て
』
よ
り
）

 
関
東
大
震
災
か
ら
一
〇
〇
年　

神
社
の
被
害
と
大
宮
に
起
き
た
変
化

石造の一の鳥居一の鳥居として移築される三の鳥居

大正末頃の神橋手水舎（再建はされておりません）

　
か
つ
て
、
東
京
の
団
子
坂（
文
京
区
千
駄
木
）周
辺
に
は
、
江

戸
の
大
名
屋
敷
な
ど
の
庭
造
り
を
し
て
い
た
植
木
職
人
が
多
く

住
ん
で
お
り
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
盆
栽
専
門
の
職
人
も
生
ま

れ
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
盆
栽
業
者

が
、
壊
滅
し
た
東
京
か
ら
離
れ
、
盆
栽
育
成
に
適
し
た
土
壌
を

求
め
て
大
宮
へ
移
り
住
み
ま
し
た
。
大
正
十
四
年
に
は
彼
ら
の

自
治
共
同
体
と
し
て
大
宮
盆
栽
村
が
生
ま
れ
、
最
盛
期
の
昭
和

十
年
頃
に
は
約
三
十
の
盆
栽
園
が
あ
り
ま
し
た
。
大
宮
盆
栽
村

は
、
い
ま
も
名
品
盆
栽
の
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
、
日
本
だ
け
で

な
く
世
界
か
ら
多
く
の
愛
好
家
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
十
五

年
に
旧
大
宮
市
に
編
入
さ
れ
て
か
ら
は
、
世
界
に
も
例
の
少
な

い
行
政
上
の
『
盆
栽
町
』
と
言
う
町
名
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。大宮盆栽村　大盆栽まつり（5/3~5/5）

写真提供：さいたま市観光国際課
〝
盆
栽
の
ま
ち
大
宮
〟の
誕
生

　大宮盆栽ウィークと題し、大盆栽まつりが
盆栽村で行われ、盆栽村の各園は大勢の観光
客で賑いました。
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（
敬
称
略
）

四
月
　
二
日
　
大
宮
剣
道
連
盟

　
　
十
二
日
　
敬
神
婦
人
会
監
査
会

　
　
十
三
日
　
北
足
立
郡
市
総
代
会

　
　
　
　
　
　
北
足
立
郡
市
総
代
会
役
員
会

　
　
十
四
日
　
埼
玉
県
神
社
庁
北
足
立
支
部

　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
神
社
庁
北
足
立
支
部
役
員
会

　
　
十
六
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
　
　
　
　
　
京
所
青
年
会（
大
國
魂
神
社
）

　
　
十
七
日
　
皇
光
道
柔
術

　
二
十
一
日
　
古
河
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
二
十
七
日
　
敬
神
婦
人
会

　
　
　
　
　
　
敬
神
婦
人
会
総
会

　
二
十
七
日
　
氏
子
青
年
会
監
査
会

五
月
　
二
日
　
薪
能
会
議
　
　

　
　
十
二
日
　
大
宮
薪
能
関
係
者

　
　
十
三
日
　
大
宮
薪
能
関
係
者

　
　
　
　
　
　
小
笠
原
流
教
場

　
　
十
四
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
全
国
Ｐ
Ｈ
Ｐ
友
の
会

　
　
十
五
日
　
氷
川
雅
楽
会
総
会

　
　
二
十
日
　
氏
子
青
年
会

　
　
　
　
　
　
氏
子
青
年
会
総
会

　
二
十
二
日
　
監
査
会

　
二
十
四
日
　
責
任
役
員
会

　
　
　
　
　
　
敬
神
講
社
理
事
会

　
　
　
　
　
　
氏
子
総
代
会
並
評
議
員
会

　
二
十
八
日
　
如
月
会

六
月
　
三
日
　
氷
川
マ
ル
シ
ェ

　
　
　
四
日
　
中
野
島
稲
荷
神
社（
神
奈
川
県
）

　
　
十
一
日
　
鎮
花
祭
奉
仕
者　

　
二
十
七
日
　
氏
子
総
代
会

　
　
三
十
日
　
毎
日
興
業
㈱

正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

四
月
の
奉
納
献
華

古流松藤会　岩波理豊
池坊　　　　草谷智花
草月流　　　沖山草俊
桂古流　　　小林華侊

五
月
の
奉
納
献
華

六
月
の
奉
納
献
華

　
参
道
の
清
掃
活
動
を
頂
き
ま
し
た
皆

様
の
芳
名
を
紹
介
し
、
謹
ん
で
御
篤
志

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

・
阿
含
宗
埼
玉
道
場

・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
大
宮
東
口
セ
ン
タ
ー

・
大
宮
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

・
㈱
シ
グ
マ
ス
タ
ッ
フ

・
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校

・
高
鼻
町
二
丁
目
自
治
会

・
高
鼻
町
二
丁
目
友
の
会

・
み
ず
ほ
証
券
㈱

・
武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

参
道
清
掃
奉
仕
御
礼

桂古流　　　　川嶋理智
桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光

　

長
ら
く
氏
子
青
年
会
会
長
を
お
務

め
頂
き
ま
し
た
細
沼
武
彦
様
の
御
勇

退
記
念
事
業
と
し
て
、
天
津
神
社
前

に
記
念
植
樹（
紅
葉
）を
行
い
ま
し
た
。

氏
子
青
年
会
記
念
植
樹（左）細沼武彦様

（右）宮崎寛幸様

　新たな氏子青年会会長は有限会社宮善商店代
表取締役の宮崎寛幸様です。氏子青年会の皆様
には、神幸祭や節分祭撒豆式に御奉仕を頂く他、
諸祭事に御協力を頂いております。

古流松藤会　　岩波理豊
草月流　　　　沖山草俊
桂古流　　　　小林華侊
古流松藤会　　川嶋理智

古流松藤会　岩波理豊
草月流　　　沖山草俊
桂古流　　　小林華侊
桂古流　　　高橋典花

桂古流　　　　高橋典花
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩

草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩
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江
戸
幕
府
が
大
宮
で
行
っ
た
造
成
事
業
の
中
に
、
寛
永
五
年

（
一
六
二
八
）幕
府
の
代
官
伊
奈
忠
治
に
よ
り
行
わ
れ
た
中
山
道
の
付
け
替

え（
往
還
替
え
）が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
元
往
還（
古
中
山
道
）を
西
側

の
原
野
に
付
け
替
え
、
現
在
に
至
る
大
宮
の
町
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
の

ち
に
神
社
か
ら
新
往
還（
中
山
道
）に
向
け
て
直
線
の
参
道
が
開
か
れ
、
新

た
な
参
詣
道
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
初
、
北
原
村
、
本
村
、
甚
之
丞
新
田
、
右
衛
門
八
分
、
新
宿
仲
町
、

新
宿
下
町
、
吉
鋪
新
田
の
七
つ
の
組
で
構
成
さ
れ
た
大
宮
宿
は
、
の
ち
に

宮
町
、
大
門
町
、
新
宿
仲
町
、
新
宿
下
町
、
吉
鋪
町
の
五
町
で
運
営
さ
れ

る
事
に
な
り
ま
す
。
大
宮
は
周
辺
の
み
な
ら
ず
遠
隔
地
を
結
ぶ
道
の
交
差

地
点
で
あ
っ
た
た
め
、
大
宮
宿
は
氷
川
神
社
の
門
前
町
で
も
あ
り
、
伝
馬

宿
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
神
主
が
記
録
し
た
東
⻆
井
家
の
日
記
に
徳
川
御
三
家
や
加

賀
前
田
家
な
ど
の
殿
様
が
中
山
道
を
通
行
す
る
と
き
に
は
、
表
参
道
や
裏

参
道
の
鳥
居
先
で
出
迎
え
る
の
が
通
例
と
記
述
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
左
図
は
江
戸
周
辺
の
名
所
を
挿
絵
と
文
章
で
紹
介
す
る
『
江
戸
名
所
図

会（
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
蔵
）』
で
す
。

　
一
の
鳥
居
脇
に
は
江
戸
時
代
中
期
の
書
家

で
あ
る
佐
々
木
文
山
揮
毫
の
標
石
が
建
っ
て

い
ま
す
。

鎮
座
地　
東
京
都
杉
並
区
高
円
寺
南
四-

四
四-

一
九

由
　
緒　
江
戸
名
所
図
会
に
よ
れ
ば
、
そ
の
昔
、
源
頼
朝
に
よ
る
奥
州
征
伐
時
に
、
武

藏
国
杉
並
の
地
に
至
り
給
り
際
、
隋
兵
の
中
に
高
円
寺
村
に
と
ど
ま
り
、
終
に
農
民
と

な
る
者
あ
り
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
村
田
兵
部
稟
云
々
と
も
い
わ
れ（
因
み
に
村
田
姓
は
高

円
寺
の
旧
家
な
り
）、
そ
の
時
、
武
蔵
国
大
宮
高
鼻
の
本
社
よ
り
の
御
神
意
の
使
者
が
同

氏
に
伝
え
、
こ
の
高
円
寺
村
の
位
置
高
く
採
松
杉
繁
多
し
遠
く
木
田
を
望
み
て
風
致
絶

佳
と
さ
れ
る
当
地
に
社
殿
を
建
立
し
た
の
が
起
源
と
い
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
農
業
の

神
と
さ
れ
て
い
る
。
大
正
六
年
八
月
十
五
日
編
纂
の
東
京
府
豊
多
摩
郡
神
社
誌
に
よ
れ

ば
、
当
社
は
古
来
、
高
円
寺
村
小
名
原
の
鎮
守
に
し
て
旧
時
曹
洞
宗
高
円
寺
別
当
職
と

し
て
奉
仕
せ
り
。
高
円
寺
は
往
年
数
回
々
禄
の
災
い
あ
り
。
旧
記
を
焼
失
し
て
社
伝
明

ら
か
な
ら
ざ
る
も
口
碑
に
よ
れ
ば
、
天
文
の
頃
、
高
円
寺
創
建
と
同
時
に
瓶
記
さ
れ
た

る
も
の
な
り
と
云
う
。
明
治
維
新
後
、
別
当
職
を
廃
し
、
明
治
七
年
四
月
三
日
、
社
格

を
村
社
に
被
定
し
、
同
四
十
年
五
月
四
日
、
神
饌
幣
帛
料
供
述
神
社
に
列
し
、
同
四
十

年
十
二
月
二
十
六
日
、
会
計
規
則
適
用
方
指
定
せ
ら
れ
た
り
、
太
平
洋
戦
争
後
、
即
ち

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
以
降
は
宗
教
法
人
氷
川
神
社
と

な
り
現
在
に
至
る
。

　

気
象
神
社
は
昭
和
十
九
年
四
月
、
大
日
本
帝
国
陸
軍
の

陸
軍
気
象
部
の
構
内
に
造
営
。
戦
後
撤
去
さ
れ
る
は
ず
も

調
査
漏
れ
に
よ
り
残
存
。
先
々
代
宮
司
が
受
入
れ
、
同
地

に
遷
座
さ
れ
た
。（
高
円
寺
氷
川
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

御祭神　素盞嗚尊

気象神社
御祭神　八意思兼命

江
戸
幕
府
と
氷
川
神
社　

氷
川
参
道

分
社
紹
介 

高
円
寺
氷
川
神
社 

―
日
本
唯
一
の
気
象
神
社
を
境
内
に
祀
る
―

東
⻆
井
光
臣
宮
司
が

揮
毫
し
た
掛
軸
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邸
内
社　

―
企
業
の
守
り
神
と
し
て
―

　
神
社
は
共
同
体
の
守
り
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
開
運
招
福
や
病

気
平
癒
な
ど
の
個
人
的
な
祈
願
も
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
も
と
も
と
は
仏

教
で
い
う
現
世
に
受
け
る
利
益
を
示
す
「
現
世
利
益（
げ
ん
ぜ
り
や
く
）」
に
由

来
し
た
御
利
益
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
御
利
益
を
願
っ
て
信
仰
す
る
稲

荷
神
社
や
天
満
宮
な
ど
の
御
神
札
を
神
棚
に
祀
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
家
庭
や
会
社
な
ど
の
神
棚
で
は
な
く
屋
敷
内
、
敷
地
内
に
鎮
座
す
る
お
社

を
邸
内
社
と
い
い
ま
す
。

　
①
の
株
式
会
社
ア
ル
シ
ェ
の
氷
川
神
社
は
、
同
社
ビ
ル
の
屋
上
に
鎮
座
し
商

売
繁
昌
、
方
位
除
け
な
ど
祈
願
し
祭
典
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
の
方
の

立
ち
入
り
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
②
の
大
宮
市
場
の
中
に
鎮
座
す
る
氷
川
神
社
で
は
市
場
内
の
安
全
祈
願
と
各

店
舗
は
も
と
よ
り
市
場
全
体
の
商
売
繁
昌
が
祈
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
神
社
脇
に

は
「
魚
影
」
と
刻
し
た
慰
霊
碑
を
建
て

慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

③
の
株
式
会
社
桝
德
が
祀
る
稲
荷
神

社
は
、
御
本
社
と
同
じ
く
初
午
祭
を
例

祭
と
し
て
い
ま
す
。

　

④
の
日
本
製
罐
株
式
會
社
で
は
、
例

年
十
一
月
に
稲
荷
祭
を
斎
行
し
て
い
ま

す
。

　

⑤
の
北
西
酒
造
株
式
会
社
で
は
松
尾

神
社
と
稲
荷
神
社
を
祀
り
、
あ
わ
せ
て

酒
造
に
欠
か
せ
な
い
真
清
水
に
感
謝
を

捧
げ
、
御
井
の
神
を
祀
っ
て
い
ま
す
。

① ㈱アルシェ　氷川神社
さいたま市大宮区桜木町2-1-1

③ ㈱桝德　稲荷神社
さいたま市大宮区堀の内町1-697

② 大宮市場　魚市場氷川神社
さいたま市北区吉野町2-226-1

④ 日本製罐㈱　稲荷神社
さいたま市北区吉野町2-275

⑤ 北西酒造(株)　松尾神社  稲荷神社
上尾市上町2-5-5
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第
二
十
七
号
は
十
月
十
五
日
発
行
予
定
で
す

ホーム
ページ

インスタ
グラム ツイッター

　最新のお知らせはホーム
ページ、SNSで御案内致し
ます。
　令和６年正月に御奉仕頂
く助勤者の説明会は８月
27日に実施予定、特別紙
朱印「納

な
曽
そ

利
り

」は10月14
日授与開始予定です。「納曽利」

　
結
婚
式
の
御
相
談
は
結
婚
式
御
用
部
で
承
り
ま
す
。
八
月
の
婚
礼
展

示
会（
模
擬
挙
式
、
新
規
御
相
談
会
）の
御
案
内
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御

覧
下
さ
い
。

悠久の氷川の杜で結ばれる悠久の氷川の杜で結ばれる

特別な御縁特別な御縁

正月助勤説明会

・日程　8月27日（日）
　　　　午前10時～　男子
　　　　午後１時～　女子
・会場　呉竹荘


